
１． 人     口

C0101-1　人口総数・増加数

表１－１　人口総数・増加数 （平成12,17,22,27年、令和2年国勢調査 男女別人口及び世帯数－基本単位区をもとに作成）

人 口 率 人 口 率 人 口 率 人 口 率

人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 ％ 人

6,376 △ 606 △ 9.5 5,770 △ 525 △ 9.1 5,245 △ 575 △ 11.0 4,670 △ 539 △ 11.5 4,131

4,195 △ 412 △ 9.8 3,783 △ 284 △ 7.5 3,499 △ 356 △ 10.2 3,143 △ 329 △ 10.5 2,814

3,579 △ 427 △ 11.9 3,152 △ 226 △ 7.2 2,926 △ 289 △ 9.9 2,637 △ 306 △ 11.6 2,331

用 途 地 域
Ⅰ上松地区

3,277 △ 340 △ 10.4 2,937 △ 177 △ 6.0 2,760 △ 312 △ 11.3 2,448 △ 280 △ 11.4 2,168

用 途 地 域
Ⅱ 島 地 区

302 △ 87 △ 28.8 215 △ 49 △ 22.8 166 23 13.9 189 △ 26 △ 13.8 163

616 15 2.4 631 △ 58 △ 9.2 573 △ 67 △ 11.7 506 △ 23 △ 4.5 483
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（人） 図１－１ 人口総数・増加数
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本町の令和２年の総人口は4,131人で、平成27年の国勢調査の総人口4,670人から539人減少している。各5

年毎の人口変化率はそれぞれ-9.5％、-9.1％、-11.0％、-11.5％で、20年間全体では35.2％の減少となってい

る。

令和２年における区域別の人口構成をみると、都市計画区域内の人口は2,814人(全人口の68.1％)で、非線

引き用途地域の人口は2,331人（全人口の56.4％）、非線引き用途地域白地の人口は483人（全人口の11.7％）

である｡平成27年から令和２年の人口の推移を区域別に見ると、行政区域で-11.5％、都市計画区域で-10.5％、

非線引き用途地域で-11.6％、非線引き用途地域白地で-4.5％の人口増減率となっている。
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C0101-2　年齢・性別人口

表１－２　年齢・性別人口（行政区域）
（平成 12,17,22,27 年、令和 2 年国勢調査 男女別・年齢階級（５歳階級）別人口をもとに作成）

総　計 男 女 総　計 男 女 総　計 男 女 総　計 男 女 総　計 男 女

　０～　４ 246 127 119 167 96 71 165 89 76 129 66 63 88 37 51

　５～　９ 300 160 140 219 112 107 164 91 73 152 80 72 129 64 65

１０～１４ 330 186 144 297 163 134 235 127 108 161 94 67 158 92 66

年少人口 876 473 403 683 371 312 564 307 257 442 240 202 375 193 182

１５～１９ 294 152 142 266 157 109 229 123 106 179 100 79 134 80 54

２０～２４ 234 113 121 210 101 109 152 84 68 136 75 61 98 56 42

２５～２９ 326 174 152 255 128 127 189 112 77 153 85 68 134 73 61

３０～３４ 356 188 168 279 159 120 230 126 104 204 108 96 150 90 60

３５～３９ 324 173 151 292 154 138 255 146 109 213 113 100 195 99 96

４０～４４ 356 190 166 308 164 144 272 142 130 222 134 88 195 102 93

４５～４９ 417 213 204 341 178 163 311 171 140 259 143 116 220 131 89

５０～５４ 412 215 197 400 199 201 344 177 167 304 161 143 248 143 105

５５～５９ 424 199 225 405 208 197 391 194 197 342 178 164 310 166 144

６０～６４ 453 206 247 413 195 218 402 212 190 375 186 189 319 161 158

生産年齢人口 3,596 1,823 1,773 3,169 1,643 1,526 2,775 1,487 1,288 2,387 1,283 1,104 2,003 1,101 902

６５～６９ 517 244 273 422 185 237 387 176 211 384 198 186 373 187 186

７０～７４ 528 223 305 469 207 262 404 171 233 358 161 197 377 192 185

７５～７９ 379 151 228 449 175 274 421 176 245 365 149 216 319 142 177

８０～８４ 251 70 181 301 117 184 369 127 242 333 132 201 298 117 181

８５～９０ 158 50 108 170 37 133 198 69 129 263 80 183 218 80 138

   ９０～ 71 14 57 107 25 82 127 18 109 135 33 102 168 32 136

老年人口 1,904 752 1,152 1,918 746 1,172 1,906 737 1,169 1,838 753 1,085 1,753 750 1,003

年齢不詳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 0 0 0 0

総　計 6,376 3,048 3,328 5,770 2,760 3,010 5,245 2,531 2,714 4,670 2,279 2,391 4,131 2,044 2,087

令 和 ２ 年
階　層

平 成 12 年 平 成 17 年 平 成 22 年 平 成 27 年

令和２年の年齢別人口は、年少人口(0～14歳)は375人（行政人口の9.1％）、生産年齢人口(15～64歳)

は2,003人（行政人口の48.5％）、老年人口(65歳以上）は1,753人（行政人口の42.4％）である。

年少人口及び生産年齢人口が減少傾向にあり、年少人口は20年間で501人、生産年齢人口は1,593、

老年人口は151人減少している。

令和２年の年齢別人口の構成比は年少人口が9.1％、生産年齢人口が48.5％、老年人口が42.4％と

なっており、老年人口比は県平均（33.3％）と比べて高い割合となっている。

年齢構成指数では、平成12年から令和２年までの20年間で年少人口指数は5.7％の減少、老年人口指

数は34.6％の増加となっている。老年化指数については平成12年の217.4％に対し、令和２年には

250.1％増加の467.5％と高い値を示している。
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表１－３　年齢構成指数の推移 （単位：％）

年少人口 老年人口 従属人口 老 年 化

指　　　数 指　　　数 指　　　数 指　   数

平成12年 24.4 52.9 77.3 217.4

平成17年 21.6 60.5 82.1 280.8

平成22年 20.3 68.7 89.0 337.9

平成27年 18.5 77.0 95.5 415.8

令和２年 18.7 87.5 106.2 467.5

年少人口指数=年少人口/生産年齢人口×100

老年人口指数=老年人口/生産年齢人口×100

従属人口指数＝(年少人口＋老年人口)/生産年齢人口×100

老年化指数=老年人口/年少人口×100

図１－２　年齢・性別人口(行政区域)
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C0103　将来人口

図１－４　年齢別人口の将来推計

■令和２～12年

■令和２～22年

平成27年と令和２年の5歳階級別年齢人口を基に行った、日本の地域別将来推計人口〔国立社会

保障・人口問題研究所(令和５年推計)〕による10年後、20年後の推計結果は、令和12年で3,252人、令

和22年で2,603人と推計され、令和２年から令和22年までの増減率は、令和12年で-21.3％（879人減

少）、令和22年で-37.0％（1,528人減少）である。
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表１－４　年齢・性別将来人口 （日本の地域別将来推計人口（令和5(2023)年推計）〔国立社会保障・人口問題研究所〕年齢別男女別将来人口をもとに作成）

令和２年 令和７年 令和１２年 令和１７年 令和２２年 令和２７年 令和３２年

 階層 総　数 男 女 総　数 男 女 総　数 男 女 総　数 男 女 総　数 男 女 総　数 男 女 総　数 男 女

 0～ 4 88 37 51 72 37 35 59 30 29 53 27 26 43 22 21 37 19 18 31 16 15

 5～ 9 129 64 65 86 35 51 72 36 36 58 29 29 52 26 26 42 21 21 36 18 18

10～14 158 92 66 134 71 63 90 40 50 75 40 35 61 33 28 54 29 25 45 24 21

15～19 134 80 54 127 74 53 108 58 50 72 32 40 60 32 28 48 26 22 44 24 20

20～24 98 56 42 86 51 35 81 47 34 68 36 32 46 20 26 38 20 18 31 17 14

25～29 134 73 61 103 62 41 90 56 34 85 52 33 71 40 31 47 22 25 39 22 17

30～34 150 90 60 141 78 63 108 66 42 96 60 36 89 55 34 73 42 31 49 24 25

35～39 195 99 96 140 83 57 132 72 60 102 61 41 90 56 34 83 51 32 69 39 30

40～44 195 102 93 178 92 86 129 77 52 122 67 55 94 57 37 83 52 31 77 48 29

45～49 220 131 89 194 105 89 178 95 83 131 80 51 123 70 53 95 59 36 84 54 30

50～54 248 143 105 223 133 90 197 107 90 179 96 83 132 81 51 125 71 54 97 61 36

55～59 310 166 144 252 147 105 226 136 90 199 109 90 181 98 83 134 83 51 127 73 54

60～64 319 161 158 302 162 140 245 143 102 219 132 87 194 106 88 177 96 81 131 81 50

65～69 373 187 186 304 150 154 294 155 139 239 138 101 215 128 87 190 103 87 173 93 80

70～74 377 192 185 349 170 179 295 143 152 286 149 137 234 133 101 209 123 86 185 99 86

75～79 319 142 177 329 159 170 323 153 170 274 129 145 266 135 131 217 121 96 195 112 83

80～84 298 117 181 246 101 145 283 132 151 278 127 151 239 109 130 233 115 118 191 104 87

85～89 218 80 138 186 63 123 186 71 115 217 95 122 216 93 123 186 80 106 184 86 98

90～  168 32 136 129 29 100 156 38 118 170 46 124 197 62 135 213 68 145 202 64 138

不　詳 0 0 0

総　計 4,131 2,044 2,087 3,581 1,802 1,779 3,252 1,655 1,597 2,923 1,505 1,418 2,603 1,356 1,247 2,284 1,201 1,083 1,990 1,059 931

年 
実　　績 推　計　値

－
 5

 －



 C0104　人口増減

表１－5　人口増減 （上松町調査（基準日：令和7年3月31日現在））

                  平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年

人 人 人 人 人

△ 40 △ 67 △ 46 △ 80 △ 72

出 生 数 47 28 35 24 12

死 亡 者 数 87 95 81 104 84

△ 74 △ 54 △ 14

転 入 者 数 282 189 150 126 107

転 出 者 数 231 181 121

（その他増減） 5 7 1 -

△ 120 △ 134 △ 86

資料：人口動態調査（出生数、死亡者数）、住民基本台帳人口移動報告（転入者数、転出者数）

自 然 増 減

社 会 増 減

人 口 増 減 計

人口増減の推移を見ると、自然増減は死亡者数が出生数を上回っているため減少している。特に出生数

は平成17年以降40人を割っており、増加は見込めない状況にある。社会増減は転出者数が転入者数を上

回り減少傾向にある。

－ 6 －



C0105　通勤・通学移動

表１－６　通勤・通学者流出入状況表 (就業者）

流出率 流入率
人 人 ％ 人 人 ％ ％

平成12年 26.2 24.0
平成17年 28.3 29.2
平成22年 29.9 32.0
平成27年 33.7 33.9
令和２年 33.9 35.3

（平成12,17,22,27年、令和2年国勢調査 常住地・従業地における就業・通学者数をもとに作成）

表１－７　流出先・流入先別人口の推移 (就業者）

市町村名 流出者数 流出率 市町村名 流出者数 流出率 市町村名 流出者数 流出率 市町村名 流出者数 流出率 市町村名 流出者数 流出率
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

平成12年 木曽福島町 356 11.4 大 桑 村 145 4.6 日 義 村 56 1.8 三 岳 村 49 1.6 王 滝 村 46 1.5

平成17年 木曽福島町 332 12.1 大 桑 村 138 5.0 日 義 村 50 1.8 松 本 市 45 1.6
塩 尻 市
南 木 曽 町

36
36

1.3
1.3

平成22年 木 曽 町 408 16.4 大 桑 村 140 5.6 南 木 曽 町 46 1.8 王 滝 村 28 1.1 塩 尻 市 26 1.0

平成27年 木 曽 町 390 16.9 大 桑 村 175 7.6 南 木 曽 町 52 2.3 王 滝 村 26 1.1 木 祖 村 21 0.9

令和２年 木 曽 町 385 17.9 大 桑 村 154 7.1 南 木 曽 町 41 1.9 伊 那 市 25 1.2 王 滝 村 24 1.1

市町村名 流入者数 流入率 市町村名 流入者数 流入率 市町村名 流入者数 流入率 市町村名 流入者数 流入率 市町村名 流入者数 流入率
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

平成12年 木曽福島町 207 6.8 大 桑 村 166 5.5 三 岳 村 58 1.9 日 義 村 57 1.9
木 祖 村
開 田 村

35
35

1.2
1.2

平成17年 木曽福島町 271 9.7 大 桑 村 144 5.2 日 義 村 74 2.7 三 岳 村 65 2.3
南 木 曽 町
木 祖 村

44
44

1.6
1.6

平成22年 木 曽 町 437 17.0 大 桑 村 142 5.5 南 木 曽 町 51 2.0 木 祖 村 50 1.9 塩 尻 市 22 0.9

平成27年 木 曽 町 405 17.5 大 桑 村 151 6.5 木 祖 村 48 2.1 南 木 曽 町 37 1.6 塩 尻 市 24 1.0

令和２年 木 曽 町 395 17.9 大 桑 村 135 6.1 南 木 曽 町 44 2.0 木 祖 村 40 1.8 塩 尻 市 37 1.7

（平成12,17,22,27年、令和2年国勢調査 常住地・従業地における就業・通学者数をもとに作成）
表１－８　通勤・通学者流出入状況表（通学者）

流出率 流入率
人 人 ％ 人 人 ％ ％

平成12年 80.0 12.9
平成17年 75.6 13.9
平成22年 74.5 12.9
平成27年 63.9 9.1
令和２年 63.2 14.3

（平成12,17,22,27年、令和2年国勢調査 常住地・従業地における就業・通学者数をもとに作成）

表１－９　流出先・流入先別人口の推移（通学者）

市町村名 流出者数 流出率 市町村名 流出者数 流出率 市町村名 流出者数 流出率 市町村名 流出者数 流出率 市町村名 流出者数 流出率
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

平成12年 木曽福島町 147 54.4 南 木 曽 町 39 14.4 松 本 市 25 9.3 塩 尻 市 2 0.7 - 0 0.0

平成17年 木曽福島町 140 50.2 松 本 市 28 10.0 南 木 曽 町 24 8.6 塩 尻 市 5 1.8 - 0 0.0

平成22年 木 曽 町 120 50.2 南 木 曽 町 28 11.7 松 本 市 18 7.5 塩 尻 市 2 0.8 - 0 0.0

平成27年 木 曽 町 72 37.1 南 木 曽 町 20 10.3 松 本 市 19 9.8 塩 尻 市 8 4.1 - 0 0.0

令和２年 木 曽 町 55 35.5 松 本 市 15 9.7 南 木 曽 町 11 7.1 塩 尻 市 2 1.3 茅 野 市 2 1.3

市町村名 流入者数 流入率 市町村名 流入者数 流入率 市町村名 流入者数 流入率 市町村名 流入者数 流入率 市町村名 流入者数 流入率
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

平成12年 日 義 村 2 3.2 木曽福島町 1 1.6 塩 尻 市 1 1.6 開 田 村 1 1.6 - 0 0.0

平成17年 木曽福島町 4 5.1 塩 尻 市 1 1.3 - 0 0.0 - 0 0.0 - 0 0.0

平成22年 木 曽 町 3 4.3 松 本 市 2 2.9 塩 尻 市 1 1.4 中 野 市 1 1.4 - 0 0.0

平成27年

伊 那 市
小 海 町
南 木 曽 町
木 曽 町
朝 日 村

1
1
1
1
1

1.3
1.3
1.3
1.3
1.3

- 0 0.0 - 0 0.0 - 0 0.0 - 0 0.0

令和２年 木 曽 町 3 4.3

松 本 市
上 田 市
岡 谷 市
南 木 曽 町
朝 日 村
野沢温泉村

1
1
1
1
1
1

1.4
1.4
1.4
1.4
.14
1.4

- 0 0.0 - 0 0.0 - 0 0.0

（平成12,17,22,27年、令和2年国勢調査 常住地・従業地における就業・通学者数をもとに作成）

注１　常住地による就業者・通学者数とは、当該都市に常住する(夜間人口ベース)就業者・通学者をいう。

　　　 従業地による就業者・通学者数とは、当該都市に従業する(昼間人口ベース)就業者・通学者をいう。
注２　流出率＝流出就業者数／常住地による就業者・通学者数×100
　　　 流入率＝流入就業者数／従業地による就業者・通学者数×100
注３　(従／常)就業者比率＝従業地による就業者・通学者数／常住地による就業者・通学者数×100
※平成17年までの市町村名は、合併以前の名称（木曽福島町・日義村・開田村・三岳村→木曽町、楢川村→塩尻市）

流　　　　　　　　入　　　　　　　　先

年
流 入 率 第 １ 位 第 ２ 位 第 ３ 位 第 ４ 位 第 ５ 位

流　　　　　　　　出　　　　　　　　先

年
流 出 率 第 １ 位 第 ２ 位 第 ３ 位 第 ４ 位 第 ５ 位

194 124 77 7 39.7

11 28.3
239 178 70 9 29.3

従／常　通学者比通 学 者 数 通 学 者 数

155 98 70 10 45.2

270 216 62 8 23.0
279 211 79

年 常住地による通学者数 流 出 従業地による通学者数 流 入

年
流 入 率 第 １ 位 第 ２ 位 第 ３ 位 第 ４ 位 第 ５ 位

流 出

813
823
783

2,785

第 ５ 位

従／常　就業者比

第 ２ 位

2,311

第 ３ 位 第 ４ 位

流　　　　　　　　入　　　　　　　　先

年
流 出 率 第 １ 位

年 従業地による就業者数常住地による就業者数 就 業 者 数就 業 者 数
流 入

745

729

2,572
779
821

102.3

流　　　　　　　　出　　　　　　　　先

97.1
101.2
103.1
100.32,303

2,494
2,751
3,128 3,036

776
2,155 731 2,205 778

令和２年の就業者数の流出・流入状況は、流出率33.9％、流入率35.3％で、流入数が流出数を上回っている。流出先では

木曽町が圧倒的に多く、流出人口の約53％を占めている。流入元は木曽町をはじめとする周辺市町村となっている。

令和２年の通学者数の流出・流入状況は、流出率63.2％、流入率14.3％で、流出数が流入数を上回っている。流出先では、

木曽町が多く、約56％を占めている。流入元は木曽町から3人、周辺の6市町村等から各1人となっている。

－ ７ －



図１－5　流出・流入状況図（就業者数）　令和２年

図１－6　流出・流入状況図（通学者数）　令和２年
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